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策4回亙AGOD集会に出席して

佐々木昭

国際鉱床学連合(IAGOD)の第4回集会は昨年9月

19目一25目の間黒海西岸のブノレガリアバノレナ市郊外

で開かれた.今から12年前の1963年チェコスロバキ

アのフラノ､での集りに端を発しその後4年に一度の原

則で開かれることとなったこの会議は今や鉱床学関係

の国際集会としては世界でもっとも規模の大きいもの

に発展した.前回の第3回集会が国際鉱物学連合

(IMA)とともにi970年目本で開かれたことはなお

記憶に新しい.前回も約530人(日本人約270人)が集

まる盛会であったが今回も世界33カ国から413人とい

う参加者があり日本からも次の7名が出席した.

渡辺武男(秋田大)竹内常彦(東北大)宮沢俊弥

(東散大)今井秀喜･立見辰雄(東大)石原舜三･

第1表第4回IAGOD集会への国別参加者数と提出論文数

名1参加者数1論文数

佐々木昭(地調)

1972年以来IAGOD会長の席にある渡辺教授は遠目

多忙なスケジュｰルの中で無事その重責を果された.

第1表に国別の参加者数を示した.ソ連邦および東

欧圏諸国からの出席が多かったのは当然であるが米国

やわが国からも多数の参加者があった主な理由は何と

いってもまだ情報不足の東欧の一画を自らの目で確めら

枠る絶好のチャンスということであったろう.加え

て“バルカンの二一ス"の異称もある東欧屈指の海水浴

保養地として名高いバルナ郊外の3㎝0THeπecKH

(Go1denSands)が会議の開催地にえらぱれたこともあ

ずかって力あったようである.80歳に近い米国のTS･

L0YERIm博士が夫人同伴ではるぱる出席され注目を

集めていた.
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今集会はブルガリア国地質委員会(Bu1garianNationa1

CommitteeofGeo1ogy)がhost役となり運営の

Ch盈irmanはI.KosT0Y教授SecretaryGenera1はB.

B0GDAN0Y教授がつとめた.集会は9月!9目Go1den

Sands最大のホテノレIntemationa1での開会式に始まり

25目までの7日間(ただし22目は付近の地質巡検に当

てられ講演会はなし)5会場に分かれ総数約200篇と

きわめて盛りだくさんのプログラムで進められた.今

回はシンポジウムとして次の3課題

A.鉱床の上限下隈の支配要因

B.火1⊥1活動(小規模貫入岩体を含む)に関連する鉛･亜鉛･

銅鉱化作用

C.鉱床の成因的考察に有効荏同位体研究

が設定されこれらを中心に現在までにIAGOD内の

正式の部会(COmmissions)または作業部会(WOrたing

groups)としての存在が承認されてきた7つの分野す

なわち

㈳�

包有物中の鉱化液(COFFI)

鉱床のテクトニクス

鉱物の共生関係

マンガン鉱床

スカノレン鉱床

鉱床成因と探査�
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策2表第4回工AGOD集会における分野別提出論文致

シンポジウム

A.鉱牢の上下限の支配要因

B.火山活動に関連する鉛･亜鉛･銅鉱化作用

C.鉱床の同位体的研究

分科会

D､包有物中の鉱化液

E.鉱物の共生関係

F.鉱床のテクトニクス

G.マンガン鉱床

H.スカルン鉱床

I.鉱床成因と探査

J.螢石･バライト鉱床
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提出輪文
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G･S･のP･GUI知らの奔走で“グロｰバノレテクトニクス

よりみたテｰチス域の鉱床"と題する予定外のシンポジ

ウムが持たれたことではじめ“鉱床のテクトニクス"

分科会に予定されていた数篇の論文に飛び入り講演数

篇カミ加わってバノレカン半島を含むこのゾｰンの鉱化作

用の議論に丸一日が割かれた.
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会議への提出論文を国別にみるとソ連勢が半ば以上

を占めた.そしてこれに地元ブルガリアからのものを

加えると全体のほぼ2/3に達し残る約70篇が他の19カ

国から発表された.ただし実際の講演数はとくにソ

連からの論文カミ各会場とも相当数取消されていたので

正確た数字はちょっとつかみ難い.わが国からは代読

の分を含めるとシンポジウム･分科会を通じ9篇の発

表があり少なくとも数の上だけからはかなり活動的で

あった.

7.螢石･バライト鉱床

がそれぞれのグノレｰプの分科会および連絡会議を開いた.

最終プログラムで若干の変更はあったが会議の折配

られたアブストラクト集に基づいた各シンポジウム分

科会別の論文数の内訳を第2表にまた国別にみた提出

論文数を第1表に示した.講演の中には適当な区分が

見当らないために無理にどこかに押込まれたようなもの

や内容的にはむしろ別の区分に入れた方が適当なものた

どいくつかあったが大凡の傾向は第2表からつかめよ

う.プログラム変更の中でもっとも注目されたのは近

年におけるプレｰトテクトニクスの流行を反映してuS.

シンポジウムAの･鉱床の上限下限の支配要因･ではいわ

ゆるZOnin9に関係したぺ一パｰが圧倒的に多く総括

的な講演個々のフィｰノレドを中心とした記載理論的

匁アプロｰチとプログラムの上では興味をそそる題目が

集まっていたがいざ蓋を開けてみたところかなりの

数の講演が取消された上3/4以上がロシア語であり

残念ながら筆者にとっては実質的狂収穫はきわめて乏し

かった･わずかにU･S･G･S･のRADTKEらによる米国

西部の極浅所成熱水金鉱床に関する記載と考察がわカ洞

の第三紀金銀鉱化作用と比較して興味深かった.

シンポジウムBの“火山活動に関連する鉛･亜鉛･銅鉱化

作用"は論文数がもっとも多

繋轟灘欝畿灘鰯譜鰹擦鑑謡珊簿

く発表者の国籍ももっとも

バラエティｰに富んでいた.

テリアタカマの古第三紀流

紋岩に伴うStratabound銅鉱

床の記載やカナダの始生代層

状銅･鉛･亜鉛鉱床における

錫の産状などが地元ブルガ

リアやソ連東欧の諸鉱床の

話しとともに興味があった.

わが国からは渡辺教授が日本

の新第三紀鉱化作用について

包括的放講演をされ立見教

授らによる黒鉱･キｰスラｰ

ガｰ型鉱床でのNi･Coの産

状に関する研究今井教授ら

の生野･明延などのゼノサｰ

写真①開会式で挨拶するブノレガリア鉱産資源相Prof,ST.STA皿酬0YおよびIAGOD要人(前列左端

は渡辺武男IAGOD会長その隣り今集会の組織委員長をつとめたProf.I.KosT0Y)�
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マル型鉱床についての総括的研究が発表された.

以上二つのシンポジウムがIAGODでもこれまですで

に取上げられたことのある近年の鉱床学お決まりのテ

ｰマであるのに対しシンポジウムCの“鉱床の成因的

考察に有効な同位体研究"は始めての登場で先頃の米国

のSEGシンポジウム(Econ.GeoL,マ｡1.69,no.6.

1974参照)校どにもうかがえるように鉱床学での同位

体的アフロｰチカミいよいよ普及し始めたことのあらわれ

であろう.ただし内容的にはとくに新鮮な成果は少な

く全体として盛上りに欠けシンポジウムとしては成

功したとは言い難い.ここでも提出論文の2/3はソ連

勢カミ占めた.研究対象の元素としてはイオウ酸素

水素稀ガス鉛たどがあったカミン連では伝統的にイ

オウ同位体の研究が盛んなことを反映してとくにこの

元素に関する発表が多かった.もっともわが国や北

米大陸の研究者らによってなされた近年のこの分野での

進歩の水準からみると内容的にはどうも見劣りのする

ものが多かった.筆者は先カンブリア海洋のイオウ同

位体組成進化についてこの会場で講演した.

上記3シンポジウム以外の諸分科会でのわカミ国からの

発表としては火山帯フロント･震源分布と卑金属鉱化

作用(石原舜三)日本および朝鮮の接触交代型鉱床

(宮沢俊弥)および厘尾豊羽藤ケ谷･喜和田などの

諸鉱床での流体包有物に関する研究3篇(今井秀喜武

内寿久彌ほか)があった.

バノレナでの集会を挾んでその前後に2～4目行程

の野外巡検旅行数コｰスが用意され近年国際的にもそ

の名を知られているMedetのホｰフィリｰカツバｰや

Radkaの網状･塊状硫化物などの諸鉱床の見学やブノレ

ガリアをほぼ東西に横断してバノレナから主都ソフィア

に至る間の地質･鉱床と風物の紹介も兼ねたバス旅行な

どカミあったそれらの一部については石原舜三氏によ

る記事があるので参照されたい.

なお今回の集会で出席者に配布されたおもな印刷物や

資料としては次のものカミある.

④

⑤

AbstractsofPapers,4thSymposiu㎜of工AGOD,1974

�������

��瑩���潦�敏��灯�瑳楮���楡批

Yovc肥丁,Y.etaI.,1974,14.5x21cm,47p.

呷�癥��数�楴�時畬条物慥�批��ぶ��

anaK0LK0TsKI,B.,1974,13×20c皿,268p.

1:1,000,000ブルガリア地質図(ブルガリア語)

!:1,500,OOOブノレガリア鉱産水理土木地質図(ブノレ

ガリア語)

また講演論文の全内容を収めたPrOceedi㎎sの印刷は

!975年中に終る予定と聞いている.

1978年に予定されている第5回の集会を米国に招待

したいとの意向が現在IAGODの副会長をつとめるペ

ンシノレハニア州立大学のJo酬RID蝸教授から示され

総会で承認された具体的な開催地･目時などは未定で

あるカミプロリダ州あたりカミ有力侯補とされており

Rm鯛教授の構想通りに事が運ぶならぱ巡検旅行も大

陸の東西部にまたカミる大がかりなものとなるらしい.

以上バノレナでの第4回IAGOD集会の経過を簡単に

紹介したがおわりに今集会に出席して筆者の得た印

象の中おもなもの二三について触れておこう.
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写真②開会式に集まっ

た各国代表

まず国際集会では言語の壁カミ

つねに何よりも頭を悩ます問題で

ある.今回のように東西両世界

からの出席者が多数一堂に会する

場合少なくとも英語一ロシア語

間の壁は何としても打破られねば

匁ら住い,しかし結果は残念

ながら成功というには程遠いもの

であった.集会の中心をなした

3つのシンポジウム会場では一

歩ロシア語一ブノレガリア語一英語

の同時通訳が行なわれたがそれ

ら以外の分科会場では通訳は付か

ずごく一部のセッションで座長

が各講演の要約を通訳しある程

度の質疑応答を可能にしていたの�
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を除けばそれぞれ喋りっぱなしでお互の意思疎通は

ほとんどゼロという場面か大部分であった加えて主

会場での同時通訳なるものもかなりお粗末たもので

イアフォｰンから流れてくる独特の諮りを持った英語に

困惑したのは筆者ばかりではたかったようである.ア

メリカ･カナダの友人たちも繰返し同じようた不満をも

らしていた.もっとも通訳の手を借りなかった英語

の中にも相当ひどいのがあったことも事実であるが･･

･.また一方英語をよくするある東側出席者の語っ

たところによると彼らのための通訳はredo処potentia1

を赤い牛のポンテンシアルと訳したというから東側出

席者にとってもこの同時通訳はあまり役立た荏かった

のかも知れない.こうした事情も手伝ってか主講演

会場での東西の噛合いもほとんど皆無といってもよかっ

た.強いていえぱ西側出席者の東側論文に対する関

心の方が逆の場合にくらべやや強いようにうかがえたが

これも目を追うにつれ気が抜けて行った.いつの国際

集会でも感ずることであるが総じてソ連の学者は自国

または衛星国以外の国々からの論文には少なくとも外

面的には関心を示すことがきわめて少ないようである.

筆者自身についてみるとこの集会を通じての東側出席

者との交流は結局英語のできるごく少数の(主とし

てソ連以外の東欧諸国からの)代表との間に限られ文

献の上でその独特な思考様式にしばしば戸惑いを感じ

させられるソ連学者との交流は残念ながらこれまで以

上に深まることはなかった.

すでに述べたように今集会での講演総数は200余篇に

および会場も大小5つにわたった.これは主討論課

題のほかにIAGOD内の各研究部会(Commission)や

作業部会(WOrしinggrOup)がそれぞれの分科会を持っ

たことがおもな原因であるが1970年東京と京都で開か

れた第3回集会の折の講演数が約150篇ですでにやや

多過ぎるとの印象を否めなかったことから考えてもい

かにも膨れ上ったという感じであった.加えて今回の

総会でポｰランド代表の提案により新たに同位体研究

の作業部会の設置が正式に決められたので既存のもの

と合せIAGOD内に8つの研究部会･作業部会が存在す

ることとなった.一個人にとり実質的枚参加が可能な

プログラムは全体のほんの一部という大学会の持つジ

レンマはIAGODでもいよいよ定着してしまったようで

これを嘆く芦が出席者の中にかなり聞かれた.筆者も

その一人でありこの点出席者100余人講演数50余

篇というスコットランドのSt.Andrewsでの第2回集

会は楽しく思い出多いものとして記憶に残っている.

各講演の質ということに匁ると言葉の制約に加えて

分科のはげしい昨今ではなかなか正当な評価は難かし

いカミ自分に関係の深い専門にっいてみる限り講演数

の増加は質の低下につ荏がっているよ1う狂印象を受けた.

学会が膨脹し過ぎて講演会が顔見世的傾向に向いつつ

あるというのはどうやら国内の学会国際学会を問わ

ず共通の現象のようである.進歩が目まぐるしい最近

の学問では4年に1度の開催にうまくタイミングを合

わせてhOtな情報やuptOdateな研究成果を披露する

などということがそもそも無理な注文なのであろう.

講演の題目に総括的なものが多く内容もはっきりいっ

て二番煎じ三番煎じ的なものがかなり目立ったのは当然

写真③

鱗会式でのIAGOD要人

考ゴ岩､らP工｡青｡8.B0GD五N0v

(今集会のS㏄retaryGene一

工a五)Prof.I.Ko縦w渡

辺会長Prof.P.Zm趾RDI

(イタリア)Prof.J.RIDGE

(IAGOD融会長で第5回の

集会の世話役と落る予定)

Or,M.VムNEc肌(チェコ

現在IAGODのSecretary

��牡�偲潦����

U肋(西独現IMA会長)�
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の成り行きかも知れない.最新のトピックスについて

知識を吸収し合い議論を交すという学会講演会本来の意

義は近年では周到に準備された小人数の集会や臨機

に招集されるinfOma1荏会合にその舞台が移ったよう

であり多くの大学会や国際集会はむしろめったに

顔を合わせる機会のない同業者間の個人的接触を密にし

て相互に刺激し合うという従来舞台裏の目的とされ

ていたものカミより重要にたりつつあるとみることカミでき

る.その意味ではIAGODの大規模化も必ずしも嘆く

には当ら恋いかも知れないし事実この面での収穫は筆

者個人にとっても予想以上のものカミあった.

東欧の旅は筆者にとり初めての経験でありまたこ

れまで知るところカミあまりなかったブノレガリアでの集会

が果してどのようなものになるかは当初ほとんど予測

できなかった.というより出発前にプログラムにつ

いて何の通知も放く自分自身の講演カミ何目に予定され

ているのかもサッパリわからない有様で正直のところ

無事に集会が開催できるのかどうか内心大いにいぶか

っていた.しかしいざ蓋を開けてみるともちろん

思考様式や日常習贋の相違から来る戸惑いや失敗は出席

者個々人それぞれに経験したようであるが総勢400人

を超える大集会がさしたる混乱もなくまずまずスムｰ

ズに運営されたのは見事であった.国中が国家公務員

といってもよい社会組織の持つ威力であろうか.まだ

シｰズンオフを迎えていたい国内随一の保養地のしか

も最高級のホテノレを半ば独占しての集会の開催や巡検

旅行で100人を超えるグノレｰプが行く先き先きで観光客

を押のけてその地第一級のホテルに泊められまた各鉱

山でもその多くが生産をストップして最大級の歓待を示
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海洋の世界(原題At1asoftheSea)

R0BERTBムRT0N著

伊佐喬三訳

海底地質学の最近の成果とくに地球史観に根本的な

変化をもたらしたプレｰトテクトニクス論が海底地質学

のデｰタから出発したこと津波警報網や人工衛星と

無人ブイを組み含わせて全世界の海象を常時観測する計

画太平洋底のマンガン塊開発への各国の試みよごれ

つつある世界の海など広い分野から5大洋その他

4つの海ごとに1つのトピックを選んで述べ各海洋の

地誌でありながら海の全体像を浮き彫りにしようとし

してくれたことなど単なる一国際集会に過ぎないのに

とはじめは奇異な感じカミしたものである.しかし

国際集会の開催も国政の一こまとみなされているお国柄

を考えれぱ当然のことであった.次の集会のhost役

を申し出た米国のRIDGE教授が閉会式の挨拶でこのこと

に言及し自会たちの場合にはとてもこうは行かぬと

述懐したのはきわめて印象的であった.

久々に再会した友人たちや今度新たに知り合った各国

からの出席者と接してわカミ国の鉱床やその研究に対す

る関心や知識カミ諾外国で随分高くなっているとの印象を

受けた.これには前回1970年のIAGODカミ目本で開か

れたことカミ大き狂カになっていることは否定できないカミ

その年に出版されたVo1canism泓ndOreGenesis(通称

WatanabeVo1ume)と最近のとくに若手研究者によ

る黒鉱鉱床を中心とした研究成果が大きな力になってい

るようである.この意味で目本鉱山地質学会の特別

号としてGeo1ogyofKurokoDepositsカミ刊行され

その実物見本をバノレナの会場に展示することができたの

はわれわれとして大きな成功であった.1966年春

ニュｰヨｰクで開かれたミシシッピｰバレｰ型鉱床に関

する国連シンポジウム(通称BehreSy皿posium)に

筆者もたまたま出席の機会を持ったが当時は話しが

Stratabomd型鉱床全般に及んでもKurokoのことな

どほとんど話題にものぼらず淋しい思いをしたことカミ

感慨深く思い出される.だがこの国の鉱床学カミ真に

国際的評価を得るためには素材の地域性や特殊性への

依存からさらに脱皮してよりグロｰバノレな概念やテｰ

マヘの発展と貢献カミなされなければ校るまい.それへ

の道はまだまだ峻しいように思われる.

(筆者は鉱床研究課長)

た珍しい構成の一般啓蒙書.全ぺ一ジカミフルカラｰで

地図帳絵本読み物の3要素を兼ねている.

著者はイギリスの科学ジャｰナリストで海洋開発コン

サノレタント.

出版元の販売政策上類書(｢動物の世界｣一At1as

ofWi1d1ife,JAcQU肌INENAYMA･著小原秀雄訳｢動

物の移動｣一At1asofAnima1Migration,C蛆亘Y〕畑MムN

著小笠原昭夫訳｢昆虫の世界｣一At1asofInsects,

MIc趾肌TwEEDIE著三枝豊平訳)の4冊組みでなげ

れぱ買えずしかも直売である点が残念である.
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